
機密性１名古屋工業大学で雇用する特別研究員－PD等の育成方針

②研究環境
本学が雇用する特別研究員－ＰＤ等の研究環境として次の支援を行います。
【研究資金】
・若手研究者向け国際学会発表支援
・学内研究推進経費による研究費助成
・URAによる助成金申請支援（申請書チェックなど）

【研究環境】
・設備・機器共用システムの利用
・トップジャーナルへの論文投稿支援（論文掲載料支援、英語論文校正支援、AI学術論文執筆支援）

【ネットワーク支援】
・若手研究者交流会

③キャリア支援
・メンターの配置 ・リスタート研究支援制度への申請 ・研究支援員制度への申請

④ライフイベント支援
・病児・病後児保育支援制度 ・出産・子育て支援制度  ・介護支援制度  
・ベビーシッター利用の補助 ・学会託児サービス利用補助制度 ・大学周辺の保育所情報提供

①雇用・受入条件
特別研究員（ＰＤ、ＲＰＤ、ＣＰＤ）（以下、「特別研究員－ＰＤ等」という。）が安心して研究に専念できる環境と処
遇を確保し、社会保障制度等の福利厚生を整備し、本学が有するインフラを使用して研究に専念できる環境を提供するた
め、常勤の特任研究員として雇用します。また、雇用する特別研究員－ＰＤ等に対して、特定助教の呼称を付与します。

任期は、特別研究員－ＰＤ等の採用期間とし、受入研究者となる教員がメンターとして、研究に専念できる基本的な環境
整備を支援します。

名古屋工業大学では、世界の平和と人類の幸福を究極の目標としつつ、常に新たな産業と文化を興しその中心
を育てるゆりかごとしての役割を果たすべく、革新的な学術・技術を創出し、有為な人材を育成し、社会を啓蒙
することを、基本的使命として掲げている。
その使命のもと、独立行政法人日本学術振興会が特別研究員（ＰＤ、ＲＰＤ、ＣＰＤ）として採用する優れた

若手研究者を雇用し、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を提供し、我が
国の学術研究の将来を担い、グローバルに活躍できる創造性に富んだ研究者の養成及び確保を実現する。
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機密性１名古屋工業大学で雇用する特別研究員の雇用条件

１．職名

特任研究員

２．所属

受入教員の所属する類等

３．呼称

特定助教（学振PD）、特定助教（学振RPD）、特定助教（学振CPD）の呼称を付与

４．雇用期間

ＰＤ/ＲＰＤ ３年

ＣＰＤ ５年

＊本学に雇用される前に特別研究員－ＰＤ等としての採用期間がある場合、当該期間を雇用期間から除く。

＊雇用期間中に特別研究員－ＰＤ等としての身分を喪失した場合、本学職員としての身分も失う。

５．給与

本学特定有期雇用職員就業規則の規定による。

・基本給 ＰＤ/ＲＰＤ 年4,440,000円（370,000円/月×12月）

ＣＰＤ  年5,400,000円（450,000円/月×12月）

・手当 通勤手当

６．勤務時間

8時30分～17時15分を基本とした専門業務型裁量労働制を適用（みなし労働時間は１日あたり7時間45分）

休日 : 土・日曜日、国民の祝日、夏季、年末年始

７．保険

文部科学省共済組合、厚生年金、雇用保険、労災保険

８．その他

法人が指定する職員宿舎への入居可（空室がある場合に限る）
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